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境
の

さあ

潟異説明
左上・ ・・・境支所前の石碑

左下・・・・・・関所の図絵図

・右下・・・・・・関所通過の手形
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朝日！町役 場内

九 車 道守

印刷所 高 田 印 刷所

七
年
の
昔
、
慶
長
三
年
始
め
て
境
に
関
を

設
け
、
時
恰
も
境
村
に
寓
居
し
ナ
尾
張
の

浪
士
（
異
説
も
あ
る
）
長
谷
川
惣
左
衛
門

を
し
て
関
守
を
命
じ
た
。
知
行
百
石
を
扶

持
せ・・
つ
れ
て
初
代
境
関
所
の
奉
行
を
命
ぜ

ら
れ
た
長
谷
川
惣
左
衛
門
よ
り
四
十
二
代

本
行
．
一次ト
A

漉
五
布
術
門
が
明
治
二
年
二

月
二
十
八
月
、
境
関
所
の
廃
止
に
依
っ
て

気
筒
二
州
、
境
川
の
錨
楠
た
北
陸
線
上

旅
芹
列
取
は
十
釘
M
往
復
し
、
境
川
に
梨

汁
波
さ
れ
た
・
父
久
抗
宏
、
パ
ス
が
ロ
マ
ン

ス
・ヵ
ー
が
織
往
復
か
す
る
A
Y
は
府
、
川
山
川
川

灯
JM
一什
の
い
以
内
合
一
出
て
川
外
に
旅
ず
お
お

は
、
町
布
行
又
は

m
Aふ
り
よ
り
与
え
に
れ

る
関
一
間
通
過
の
・干
形
た
所
持
し
問
V
り
の

許
し
な
仰
げ
て
い
以
を
し
JH
．け
れ
ば
、
γ
川・た
か

っ
た
。
館
山中と
越
抗
日
の
肢
と
削
寸
る
ー
ど
こ

ろ
に
崎
川
が’
流
れ
て
日
本
けい川
に
山
吉
、
此

の
川
の
い
江川年
に
粁
を
敬
一べ
て
は
川
村
が
る
っ

た
。
此
の
境
村
の
中
央
部
、
人γ
は
叩
山
口
川

崎
支
所
と
域
小
学
校
、
境
中
学
校
が
国
道

か
つ
て
の
北
陸
通
を
は
さ
ん
で
犯
放
・ふ

と
こ
ろ
に
境
の
問
所
が
あ
っ
た
。

革
主
市
回
利
長
、
今
を
去
る
一二
百
正
十

寝

泊

目
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ソ一
HK
の
境
内
問
所
は
は
御
旅
毘
が
併
託

さ
λ
て
レ
十
ぃ
。
御
旅
屋
は
加
託
、

能
章、

起
中
士
一グ
国
の
領
主
前
田
候
が
江
戸

へ
参

む
交
代
の
際
御
休
泊
、
又
は
越
後
間
親
不

知
の
鵠
所
が
波
浪
の
為
通
路
危
険
な
時
に

臨
時
御
宿
泊
な
さ
る

店
会
》
一
し
て
建
て
ら

れ
て
レ
た
も
の
り
ょ
の

，Q

。同
一mの
廃
止
し
」共

に
同
詰
所
も
一
戸
品
川
両

も

一
切
の
建
築
物
が

取
り
こ
わ
さ
れ
、
今

日
小
刊誌
似
の
ほ
内
に

苑
他
の

一
部
と
背
後

の
御
手
山
に
簿
一子の

礎
石
を
遣
す
の
み
。

県
域
の
町
、
朝
日
町

境
は
品
川
い
し
た
が
ら
今

日
も
尚
、

mmほ
の
吋

で
は
あ
る
。

朝
日
町
批
会
教
育
大
舎
盛
大
裡
に
開
催

し
て
も
、
親
爺
教
育
を
て
っ
て
い
L
－なけ

れ
ば
そ
の
剣
仰
木
が
挙
ら
な
い
と
云
う
の
で
－

あ
っ
た
。
又
公
民
館
活
動
に
於
て
も
、
最

も
つ
か
み
に
く
い
の
は
純
爺
で
あ
っ
て、

＠
レ
ク
リ
ェ

1ν
ヨ

シ

一

共

々

に

親
議
教
育
の
必
要
性
が
強
〈
打
ち

佐
藤
妙
子
釘
踊
教
室
の
洋
舞
踊

「
花
と
↑
出
さ
れ
て
、
当
面
す
る
社
会
教
脊
運
到
に

蝶
々
」
他
の
演
技
が
行
わ
れ
、
聴
衆
の
一
は
逃
し
て
な
ら
な
い
対
主
と
し
て
、

設
謡

肩
の
こ
り
主
ほ
ぐ
す
に
充
分
で
あ
っ
た

一
が
取
り
あ
け
ら
れ
に
に
こ
と
は
、
ひ
と
り
・系

山
則
前
公
民
舘
逗
営
審
一詰
委
員
会
の
運
営

一
大
会
の
み
な
ら
ず
、
此
の
主
の
会

η
乙
よ

委
員
長
有
国
百
芳
一

く
品
川
叫
に
上
る
こ
と
で
は
あ
る
‘

川
心
親

mw朝
日
町
連
作
胤
周
年
閉
め
実
体

一
流
等
も
此
の
叫
び
に
．u
プゼ
傾
く
べ
き
で
は

朝
日
町
地
合
青
年
団
長
間
同
友
行
一
な
か
ろ
う
か
。
又
新
生
活
運
動
h
M
Jd
は
．

ω冠
婚
鮮
祭
の
間
紫
化
に
づ
い
て

一郎
に
州
人
凶
体
や
公
民
館
等
個
々
に
行
う

笹
川
公
民
総

長

竹

内
従
太
郎ー

一
の
で
は
な
く
し
て・
ぶ
く
舗
の
迎
結
を
針
に

ω中
央
公
民
間
の
役
湘

一
し
て
行
く
こ
と
が
逗
劃
の
効
引
な
J
り
よ

中
央
公
民
詰
主
事
大
和
“
一
連
一
一
一
い
も
の
に
し
て
呉
れ
る
の
で
は
な
か
っ
う

つ
い
で
発
表
者
が
ん
も
民
登
壇

一
般
参
加

一
か
、
と
云
っ
た
い山
ば
う
な
議
読
が
叶
陳
さ

者
と
の
聞
に
熱
心
な
る
質
疑
ド蛤
（
口
が
あ
っ

一
れ
た
。

て、

！

一
辿
〈
H

青
年
目
の
実
一活
発
表
の
冒
頭
、
読

木
本
社
会
教
育
課
長
の
耕
績
を
闘
い
た
一
会
総
貝
間
十
名
中

一
人
と
1
V
て
凶
明
日
夜
見
せ

終
っ
て
坂
東
教
育
委
員
長
の
挨
妙
、
大
平

一
な
い
今
日
の
大
会
に
意
緯
を
何
処
に
見
出

↓
γ

教
育
長
の
問
会
の
辞
が
あ
つ
で
．、
午
後
四
‘
一
す
の
・
か
・
と
喰
い
下
る
一
之
ま
も
あ
っ
た
。

回第朝
日
町
社
会
教
育
全
般
の
提
興
発
震
を

企
図
し
て
、

十
一

月
十
三
日

（日
）
午
前

十
時
よ
り
、
泊
中
学
講
堂
に
於
て
閥
俄
、

県
教
垂
水
本
社
会
教
育
課
長
高
木
主
併

及
下
新
川
教
育
事
務
所
中
・
野
課
長
、
堀
田

主
事
を
迎
え
て
、
先
づ
朝
日
町
中
央
公
民

館
長
大
平
教
育
長
の
技
仰
に
続
い
て
金
森

朝
日
町
長
、
清
水
朝
日
町
議
会
議
長
の
制

球附が
述
べ
ら
れ
た
。

次
に
ゑ
長
崎
、

社
A
－
姦
＃
日
間
体
の
実

熊
発
表
に
移
っ
た。

一
山
宮
崎
公
以
伐
の
概
祝

牧
内崎
公
、
民
仙
川氏

九
思
辺
守

山
削
日
町
一必
人
口
附
人
会
の
営
み

明
日
町
必
合
州
人
会
長

水
野
ず
な

ωわ
れ
わ
れ
・
の
比少み

泊
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
隊
長
村
U
除
造

山
大
家
陀
公
民
地
の
歩
み

大
家
圧
公
民
舘
主
事

野
村
英
凶

巾
朝
日
町
山
協
と
現
状
主
希
望

朝
日
町
体
育
協
会
長
池
原
啓
一一
一

日
中
食
H

時、

第

一
回
の
大
会
と
し
て
ほ
成
明
慢
に

そ
の
幕
を
閉
じ
た
＠

四
歎
応
答
中
特
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
論

議
さ
れ
た
問
題
は
、
新
生
活
運
動
に
つ
い

て
で
あ
っ
て
、
婦
人
団
体
の
言
い
分
で
は

婦
人
同
体
が
如
何
に
新
生
活
運
動
を
推
進堂講学出’泊
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四
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二
六
日

二
七
日
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一
日
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ムハ
日

一O
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一

町
議
会
一
習
慣
の
再
選
挙
執
行
に
つ
い
て

守
一

朝
日
町
南
保
選
挙
区
に
お
い
て
町
議
会
誌
員
壱
名
欠
員
と
な
っ
た
の
で
、

今
回
次
に
よ
り
こ
れ
が
再
選
挙
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た

選
挙
の
期
日

（投
票
を
行
う
日
〉

昭
和
三
十
年
十

一
月
三
十
日

選
挙
す
べ
き
議
貝

壱

人

選
挙
期
日
の
告
示

昭
和
三
十
年
十
一
月
十
八
日

町

政

日

誌

一
一

二
日

三
日

四
剖

、i
；~ 

とまる〈図勢調査結果ま

去
る
十
月

一
日
現
在
で

行
わ
れ
た
国
勢
調
査
も
、

調
査
員
の
熱
心
な
御
霊
力

と
町
民
各
位
の
理
解
あ
る

御
協
力
に
よ
り
ま
し
て
好

成
制
に
終
り
、
こ
の
程
次
、

の
よ
う
に
概
数
が
細
っ
た

朝
日
町
の
人
口

二
四
、
二
五
六

世
怖
数

四

、
八
ご
．八

昭
和
二
十
五
年
度
に
比

較
し
て
人
口
で
は
五
二
六

人

目
怖
で
は
三
九
の
減

少
を
見
て
お
り
ま
す
が
当

町
は
出
稼
者
が
非
常
に
多

く
三
ヶ
月
以
上
世
帯
を
離

れ
て
い
る
人
が
相
当
に
あ

り
、
実
際
に
は
も
っ
と
も

っ
と
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
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昭
年

ω
年
度

保
育
所
開
設
状
究

削
日
町
各
地
区
で

農
繁
期
の
拙
の
手
も
欲
し
い
季
節
に、

各
地
区
附
人
会
の
手
で
開
設
さ
れ
て
い
る

季
節
保
育
所
の
状
況
は
左
の
通
り
で
あ
る

（述
会
婦
人
会
実
態
発
表
資
科
）

般
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
第
十
条

の
規
定
に
よ
り
ん
昨
年
十
ニ
月

一
日
現
犯
で

山
崎
業
委
貝
会
委

μ選
本
人
名
簿
を
次
に
よ

り
制
製
い
た
し
ま
す

調
製
期
日

十
二
月

一
日

調
製
期
限

一
月
十
五
日

縦
覧
期
間
一

月
二
十
日
か
ら
二
月
三

i口

( - t竺帯~ ·J f人 早 内 〉

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

の
調
製
に
つ

い
て

日
ま
で
の
十
五
日
間

異
誌
の
巾
立
期
間

縦
覧
期
間
中

典
弘
・の
決
定
期
間
民
地
の
申
立
役
叉

け
た
日
か
ら
二
十
日
以
内

確
定
期
日

三
月
五
日

選
挙
権
、
被
選
挙
権
を
有
ず
る
者

－
市
町
村
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る

2. 7J'2 

メ？P~ 
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ロ；
者
で
年
令
｝
一
十
年
以
上
の
も
の

2
一
反
応少
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作
の

業
会
｝
営
む
も
の

3
前
乃
の
者
の
同
居
の
制
族
又
は
そ
の

配
偶
者
で
年
間
六
十
日
以
上
段
耕
に

従
事
す
る
も
の

＠
選
挙
資
格
者
は
十
二
月
五
日
ま
で
申
請

却
を
山
刷
業
安

μ
会
に
提
出
す
る
。

。
雌
業
委
貝
会
は
十
二
月
二
十
五
日
ま
で

当
該
申
請
書
に
記
出
帆
さ
れ
た
事
項
に
つ

き
意
見
を
附
し
選
挙
管
理
委
員
会
に
送

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

婦
人
参
政
権
ポ
ス
タ
ー

4t:!.3J'~拶

笹川

9 5 
6 0 

克町
滋
会
期間
工
水
産
委
員
会

町
前
会
的
民
全
体
協
滋
会

臨
時
附
部
金

宮
崎
支
「川
市
尉
所
式

日
川自

然
即
物
館
監
査
（
行
政
管
理

庁
監
録
部
よ
り
〉

町
議
会
建
設
委
員
会

財
政
監
査

（
県
地
方
課
よ
り
）

南
保
小
学
校
増
築
落
成
式

共
同
募
金
委
員
会

町
P
会
農
林
、
建
設
、
健
務
委

員
会

h

p

F
二
八
日

定
例
町
枝
会
、
文
厚
委
員
会

7
し
－

一

O
月

九
日

段
、
宮
崎
、
赤
川
、
草
野
の
湾

岸
に
宜阿
波

襲

来

消
防
団
出
動

一
O
a
南
保
仙川
区
町
内
会
長
会
誌

一
一
日
境
川
区
町
内
会
長
会
椛

一
ニ
臼
町
内
会
削
工
水
産
呑
員
会

一
刊
日
時
中
別
区
川
内
会
長
会
設

一
六
日
山
的
体
区
町
内
会
長
会
誌

・
朝
日
町
災
害
救
助
隊
側
成

一
八
日
大
家
出
地
区
町
内
会
長
会
誌

ニ
O
日
厚
生
従
事
務
監
査
（
県
社
告
福

社
諜
よ
り）

4

町
議
会
炭
林
委
員
会

町
議
会
文
庫
委
員
会

朝
日
町
消
防
団
操
法
大
会

五
山
凶
庄
地
区
町
内
会
町
会
議

常
的
地
区
間
内
会
議

町
議
会
文
厚
、

建
設
委
員
会

泊
地
区
町
内
会
長
会
話

同
月失

業
対
策
事
業
監
査
（
県
よ
り
）

伺
日
町
休
育
大
会

町
級
会
必
投
委
貝
会
管
内
道
路

視
祭

自
然
附
物
航
拙
策
入
札

朝
H
町
マ
ラ
ソ

ン
大
会

町
訴
会
線
務
委
員
会
管
内
消
防

施
設
視
祭
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宮崎

8 0 

6 0 

山崎新

3 0 
6 0 

n
x
u
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辻

3

3

殿町

4 2 
6 0 

羽入

3 8 
6 0 

計

8 1 7 
1. 4 6 0 

野中西
3 0 
6 0 

p
h
u
n
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焼

3
5

私

金山

5 0 
2 1 0 

必Z、、、、ら

大家庄

5 0 
2 1 0 

施設名

l吹容平均人員

開設期 間

蛭 谷

4 5 
1 6 0 

草 野

4 5 
7 0 

境 ネ東

3 2 

6 0 

山崎越

3 0 

3 0 

山崎

4 8 
3 0 

月 rli
4 5 
9 0 

施 設 名

牧容平均人員

開設期 間

施 設 名

牧容平均人員

開設期間
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昭和30年11月20日発符

（産
莱
課
）

側
白
地
区
志
向
差

共
進
会
開
催
さ
れ
る

ひ

第仏↑
E
m帆
ト
↑ぃ

R
5
4
2
F
F点
近
’乞
「
九
一パ見

町
の
参
加
合
得
て
寸

一
月
九
日
に
小
川
中

学
訟
に
於
い
て
間
的
惜
し
止
。

当
日
は
早
朝
か
h
冷
一
叫
が
降
り
し
き
り

山
添
え
に
み
ぞ
れ
が
あ
っ
て
将
Jq山
も
白

く
化
粧
し
九
日が
、
格
的
問
を
見
せ
た
程
度

の
悠
天
候
に
も
か
L
わ
ら
子
予
恕
外
に
協

会
で
審
査
の
村
民
、
伐
の
家
造
が
入
バ
し

た
。

さあ

作

一

朝

日

口

米
一
住
吉
啓
一
一さん

朝
日
町
で
は
、
地
区
農
業
改
良
品
言
及
員

句
協
力
そ
得
て
、
米
作
朝
日

一
多
時
穫
競

技
会
を
開
催
じ
先
般
来
審
査
中
の
所
、
此

の
度
左
記
の
通
り
の
成
績
を
見
、

一
等
は

E
ゆ
一

出
場
予

一
出

場

一

九
ー
ー
賞
家
ー
ー
ー
畜

E
Z
一
定
頭
数
一
蝋
数

一
－
一

矧
」
」
寸
｜
l

等

一

一

一
大
家
庄
一
山
拘
日
さ

Z
M

乳
牛

一

二

一

一

六

一

馬

恥

武

一
稲

妻

太

郎

－

3
止
－一

－
二
二
／
一

E
4
7
2
大
家
庄

一

一

一

一

一

坂

口

健

治

一

一

一

一
大
家
正

一
d
崎

一

一

一
大
家
庄

一
ヨ
十
r

E
町一

mzq

和
牛

一

一ニ

一
一

一
七
一
藤
田
新
乍
一

zi’
h
f
f
H

一

一

一

｛

一

大

家
庄
’
一
粁
何

一

一

一

一

稲

治

宝

口
一
叩
和

一

一

一

一

7
a

一
，1
H

巾
間

一

一

L
一
・犬

家

庄

一

庄

一
打

肉

牛

一

一

五
一

1
一
鎌

田

清

二

百

科

敬三口
一

－

一

一

一

ィ
一
大
家
庄
由
外
源
次
郎
叫

一

一

一

山

崎

一

野

ド

一
五
ケ
正
西
出
悦
太
郎

馬
一

一
七一

一一」

谷
口
梅
次
郎
一
川
瀬
仙
之
助
一
均
時
庄
同
刈
酬
請

一

一

一

一

5

一
大
家
庄
藤
田
儀
広

一

一

L
一
犬

家

庄

一

崎

一

豚

一

一

二

7
一
高

田

一

六

一

鉛

ぎ

義

t
一

一

一

一

一

プ

山

崎

水

野

清

治

一

・

一

＼

一

笹

川

一

山

崎

一

川
羊

一

一

二一

J

ノ
一
長

井

主

ω
一
森
岡
義
貸
一
大
家
庄
阿
国
街
地
獄

一

一

L
舟

克

一

舟

見

一

紙
学
一

－
凹

一

／

一

金

山

ア

ヤ

一
大
家

松

校

一
野

中

総

同

底

久

一
二
一
一
七
八
一

「

L
L
l
l
r

農
林
産
物
展
示
会
と

木
炭
品
評
会
的
開
催

計

住行枠二さん（大家圧地区）二等百

石正一さん（野中地区）と高田二ハ

さん（大家正地区）一二等には山本半

治さん（南保地区）沢田行一さん（

大家庄地区〕荒尾隆一さん（五ケ庄

地区）が入賞した

等’
一

日荒ご択 。山高．古住一氏
尾田本田石官

隆行半一・正砕 名
一一治六 一 二

し こ し 模 こ こ 口Ll口

ろしろ性しし
rfil ほヵ・ニほ ほ

か な ‘二．な 7工
ね みね号みみ ．名

tt（ー
坪

四七 五六 八七 数当
JL O ニ四三六抑 り

五五五五六 六 重 呼

八八八八 O 凶
量す一 三三間 一 五匁

I狙四四四五六.n 
容一玄米

五五五六υO ー
蚊

三七七 O 三
量量

ー四四四四四附石
！＆反

当
三二三 三五八

量玄米六 七 七八 O 四升
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=I育

者

. I I飼
,, ,, ~ 

庄

小沢金
川田井

伊 l等
晴行三 ｜
三一松 l

,ti｝江折大常
j目畑谷j峨石

市之仰久芳
平助.Jili光雄

守

的

-[:; 

朝
日
町
庶
民
林
産
物
の
口
問
積
改
良
、
裁
培

技
開
及
品
質
向
上
を
図
る

一
端
と
し
て
、

十

一
月
五
日
六
日
の
両
日
小
川
巾
a
学
校
に

於
て
、

管
内
成
林
産
物
の
展
示
及
ぶ
炭
品

評
会
主
同
校
の
学
園
祭
に
併
せ
て
問
似
し

た
が
、
各
人
腕
印
刷
恨
の
俊
林
院
物
谷
戸数
出

品
展
示
の
外
、
各
メ
ー
カ
ー
に
依
ゐ
州
宗
派

防
除
法
見
、
肥
料
等
の
川
町
州
も
的
り
山
川

大
の
刊
に
終

f
し
た
。
尚
木
炭
日
川
一昨
会
に

於
け
る
人
従
者
次
の
通
り

特
民
北
山
由
次
郎

－一
Z
J

af
、，ド
l

，f
aL
I
d

て’dFぺ
j
斗

f
u
n
－

山
川

弐
等
宵
由
一
切
加
次

・
参
等
長
崎
常
吉

臥
入
品
廿
唱
え
a市
内
唱
A

4
r
a克
p
h
F

，vh

A
訪
日
苅

谷
口
清
次

長

崎

久

九 ：：，；j~： t＇；~i：冬益三：：：ぷ 員虫記事百五i：詰晩 1jJ 平底朝践よ米i｛~~紅葉原時子Z脱会主じ
F 今に新日道馬に 、肝の生 生 生様日の南も作て番地極よもにこ組 、土聞のらあな年

御に産鈴行菜要特 で町メljj弐魚臼か関裁のう向計とを今壌がi様来りり社
相つの薯レ位で性こ山し万波藤すで取で津本ら心培準。分画で航空を見な年まま皆
談し、ものま、すにし険ろ代林坂。おりす市ー裁がで備 のさす付問良受目度す し々
下ての準 し甘 。つほ凹が早 －./1~ 奨で、かは培深す、 回れ。けK くけ！！夜の~t.こ掠
さはを備よ監 いな二ね生号号 めす当ら、 さい。米 でて調、早認らの荷車 事の
い 、備、うの てみO 出か地出本れ穣品の すu、査施く識れ多備 は努
。地準一 。定 充 けや中新越 来ら方そ年るで程多 かまに肥土しまいと 、力
区し家 till 分 マち新 路 る汚iでうものすに牧 らすつ量筑てし年な 誠に
俊まこ は研 黒こ二六早 o'i':1へはで富ががつは進がL、をを居たでり に依
業し買！或究書~がO 号生 績も十す山大、い良 ん 、てあ調な 、もま 喜り
改よ匁るのーね三 はの月。県切一六いで農はや査いこ倒す じ一
良う位ぺ上号号 大で十品かで度霊品調家、ましかれ伏が い大

~訴達物股示会 普。は〈栽 体す五積らす試様種ベの地らてらはし、 こ盛

て使とはに け て 日るし高 つのがが貫一びロい苓：行つだこの家
‘つ能ー謹一 大 は にのよの此7：こ畑ら出匁開きとも真ってとの哨畜

るて率悶寸き生や は う 技 の の で せ 来 も 校せ 十だはてサレ点産を
、更のをだし、」；五つ簡と術試だ然てな多でた凶、今 い ツうかを飼
に高 避 け 曲 が と作し は験かもいか か は。貫一年るマ立ら第う
多いん追を十思りた何はら ー るつつー も株行。イ場ヨヲーに
l皮岐だ肥水五うでもか甘凄本がたた昨 着につ モかえには
を亘がを 平貫 首、の、藷 い の、との年 い 大 た のわてし何
し十、行刷、が今でとを。苗何、での てきー レ、甘な左
よ一 切っえ木 IH{fあ い 多 でし係記イ 居い株 ろ過藷け し
う号年たに灰来はるふ l段 、ての録モ てい裁 ／去のれて
とやかもしが、六 。附す 十タ生をは 先も培 ＼数利ばも
計白らのてー原月苦題る 四ツ徒 上 之 徒が の の 年用 な旬
蘭千は 、、首肥 二 心を為 貫タをけ’ ょ をプお 試にがら給
さ貨も品八匁と十 の 解 の もー残るり 大ロ化 験わ大な飼
れをう出月だし こし、決最 成坪念事一 喜ゴけ を た 切 レ 料

農
業
改
良
に

i

つ
い
て

う
わ
け
一
デ
ツ
力

4

小
川
中
学
校
の

お
化
け
い
も

明
日
町
が
全
国
に
誇
り
樗
る
も
の
の
一

と
し
て
、
小
川
・
中
学
校
の
産
業
教
育
が
あ

る
地
域
に
即
し
た

「
有
畜
縫
業
」
の
研
究

が
同
校
の
最
も
自
慢
と
寸
る
処
で
あ
る
が3 
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於

大

家

庄

述
お
円
排
球
大
会

今
年
体
育
の
最
後
を
飾
る
連
背
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
、

来
る
、
十
一
月
二
十
三
日
、
大
家
庄
小
学
校
々
庭
で
行
な
は
れ

る
。
今
年
は
、
昨
年
に
比
し
各
校
下
北
ハ
休
育
向
上
の
意
味
あ
い

か
ら
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
主
力
を
校
い
で
い
る
た
め
、
昨
年
の

朋
者
、
男
子
大
家
庄
校
下
回
、
女
子
治
校
下
回
と
も
そ
の
予
断

を
許
さ
な
い
。

尚
、
雨
天
の
場
合
は
、
－
十
一
月
二
十
七
日
（
午
前
九
時
よ
り

）
に
托
期
さ
れ
る
。

C

・
E

・｛
、ノ＼
J

・1
J
t
J
t・2
・t
、
r、，
r、p
f、，
t
y
t－－
k
・J
E
3
・f
E
〆E

一
各
校
下
共
に

一
青
年
学
級
会
開
催

一

昨
年
に
引
続
き
、
各
校
下
で
は
、
小
学

…
松
乃
至
は
公
民
舘
に
、
各
講
師
を
招
き
そ

一
れ
ぞ
れ
本
年
度
の
、
青
年
学
組
を
、
開
講

一
し
た
。
開
講
中
の
校
下
回
は
、

次
の
通
り

十
二
月
初
句

連
音
機
関
紙

号差

干。

一も
の
で
あ
る
か
ら
火
の
恋
し
く
な
る
こ
れ

一
か
ら
は
火
の
取
扱
い
に
は
十
二
分
の
注
意

一
が
必
安
で
あ
り
、
火
の
使
用
設
備
の
点
検

十
月
一
日
、
台
風
二
十
こ
ち
で
新
淡
市
↑改
修
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
。

は
一

O
O
億
円
の
禍
害
念
出
し
て
し
ま
っ

一

こ
れ
は
火
事
に
な
り
そ
う
だ
、
そ
ん
な

た
。
風
速
二
十
米
以
上
の
強
風
下
で
は
完
一
泊
い
火
た
焚
い
て
は
火
事
に
な
る
ぞ
、
そ

全
な
耐
火
楠
造
以
外
は
如
何
に
火
践
の
前
一
ん
な
と
こ
ろ
に
火
を
置
い
て
は
刷
る
ぞ
、

に
舵
力
で
あ
る
か
と
一
五
う
こ
と
は
私
等
の
一
と
去
っ
て
枇
が
見
て
も
火
事
に
な
り
そ
う

常
誌
以
上
の
も
の
で
あ
る
。

一な
危
い
も
の
か
ら
は
火
事
に
な
ら
な
い
。

今
年
は
六
月
迄
の
全
国
火
災
損
害
視
は
一
何
放
？
そ
れ
は
既
に
火
に
対
す
る
注
意

一
二

O
億
円
で
あ
り
、

一
O
O億
円
の
飼
一
力
が
働
い
て
居
り
、
気
を
つ
け
る
だ
ろ
う

予
一

害
額
は
平
年
の
半
年
分
に
近
い
額
と
な
る
一
し
、
消
す
だ
ろ
う
か
ら
。
火
事
に
な
る
の

町
一
叉
今
年
六
月
迄
の
全
国
火
災
件
数
は
戦
一
は
、
あ
ん
な
も
の
大
丈
夫
だ
ろ
う
、
今
迄

時
一
後
最
高
を
記
録
し
た
。
昨
年
同
期
よ
り
も
一
何
年
も
、
幾
日
も
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
、

町
一
更
に
一

O
O件
も
上
回
っ
て
居
る
。
一
度
一
火
事
に
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
と
云
つ

む
一
悪
気
象
下
に
出
火
す
る
な
ら
ば
こ
れ
を
大
一
た
も
の
か
ら
で
あ
る
。
そ
ん
な
も
の
程
放

上
一
火
に
進
展
さ
せ
な
い
だ
け
の
消
防
力
を
保
一
っ
て
置
く
か
ら
留
守
の
場
合
の
コ
タ
ツ
や

剖
一
持
す
る
市
町
村
は
ほ
ん
の
一
部
の
大
都
市
一
火
を
多
く
焚
い
た
後
の
煙
突
等
は
こ
れ
か

以
一
だ
け
で
あ
っ
て
大
部
分
の
市
町
村
は
物
心
一
ら
特
に
多
い
火
災
の
原
因
と
な
る
。

ピ
一
両
面
に
於
て
そ
の
消
防
力
の
繋
備
強
化
に
一
「
燃
え
な
い
工
夫
、
焼
か
な
い
注
意
」

町
一
努
め
な
け
れ
ば
感
条
件
下
に
於
て
は
常
に
一
を
ヌ
ロ

l
ガ
シ
に
十
一
月
二
十
六
日
か
ら

E
一
大
大
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
訳
で
あ
る

一
一
週
間
、
全
国
的
に
秋
の
火
災
予
防
週
間

一
従
っ
て
火
災
件
数
が
多
く
な
る
と
云
う
こ
一
が
実
施
さ
れ
る
。
週
間
中
及
週
間
前
後
を

と
は
、
そ
れ
だ
け
大
火
危
険
を
増
大
す
る
一
通
じ
て
消
防
器
具
、
団
員
に
よ
る
各
戸
査

消
防
署
便
り

あ

大
家
庄
校
下
岡

野

中

・

ゲ

山
崎

H

尚
、
宮
崎
校
下
問
の
女
子
部
は
、
生
花
、

お
茶
の
講
習
会
を
、
週
、
一
回
づ
っ
開
い

て
い
る
。

新
生
前
運
動
推
進
に

女

子

の

集

レ

十

月

四

日

来
る
十
二
月
四
日
、
連
背
鮒
人
会
と
共

に
午
前
九
時
よ
り
泊
高
校
講
堂
に
富
山
県

育
協
副
会
長
、
山
口
火
史
、
郡
連
合
婦
人

会
長
水
野
ス
ナ
女
史
を
招
き
、
新
生
活
運

動
推
進
の
、
主
旨
に
基
い
て
臨
談
会
を
開

俗
、
多
数
の
参
加
を
希
望
し
て
い
る
。

・祭
JT
実
泌
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
の
で

何
卒
御
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

「
町
民
の
盤
」
欄
募
集

て

町

政
全
前
に
一
日
一
り
町
民
各
位
の
批
判

希
望
等

ニ
、
原
稿
用
紙
（
十
二
行
二
十
字
詰
）
弐

枚
以
内

三
、
〆
切

四
、
宛
先

十
二
月
十
五
日

役
場
内
総
務
課
宛

十
一
月
十
六
日
午
前
九
時
三
十
分
よ
り

朝
日
町
議
場
に
於
て
、
県
社
会
福
祉
課
長

県
中
央
児
童
相
談
所
長
、
下
新
川
社
会
福

祉
事
務
所
長
、

下
新
川
社
会
福
祉
協
議
会

長、

そ
の
他
関
係
官
多
数
の
御
臨
席
を
得

て
、
両
町
民
生
委
員
七
十
有
名
が
参
集
、

野
凹
朝
日
町
民
生
委
員
連
合
会
長
の
会
々

の
辞
に
米
沢
社
会
福
祉
協
誌
会
長
高
島
朝

日
町
助
役
の
挨
持
あ
り
金
子
社
会
福
祉
事

務
所
長
外
関
係
係
官
多
数
の
現
下
諸
情
勢

下
の
民
生
委
員
の
責
務
の
強
調
と
、
社
会

福
祉
問
題
全
般
に
つ
い
て
の
熱
辞
を
賜
り

一
堂
は
一
層
社
会
福
祉
の
増
進
に
努
力
す

る
決
意
を
新
め
た
。
次
い
て
貯
回
会
長
の

摺

一発
議
で
伊
東
率
正
を
座
長
に
推
拳
し
。
各

断
一地
区
代
表
の
体
験
談
発
去
に
移
り
境
地
区

出

一民
生
常
務
委
員
渡
辺
秋
男
氏
の
、
再
婚
の

竺

道

を
選
ん
だ
末
亡
入
品
円
借
の
取
以
に
つ
い

川

一て、

五
ゲ
庄
地
区
民
生
委
員
南
茂
正
子
女

日一
史
の
暴
飲
暴
食
の
夫
を
民
生
委
員
の
説
得

湘

一と
袈
の
夫
に
対
す
る
深
い
変
怖
に
よ
り
人

一伸
一間
木
来
の
姿
に
民
ら
せ
た
体
験
談
、
泊
地

挙

一区
民
生
委
悶
中
野
移
三
郎
氏
よ
り
料
チ
火
村
尚
凶
一
…
山
仙
の
佃
肢
も
単
彩
に
ボ
ク
色

川

一姉
の
折
合
の
恕
い
の
を
仲
裁
に
努
力
し
た
を
生
か
し
た
風
貴
闘
は
協
レ
回
伯
の
芸
術

的

一
一
例
を
野
中
民
生
委
民
、
山
本
正
治
氏
ょ
を
示
し
た
も
の
で
地
方
で
は
見
ら
れ
な
い

叩

一
り
病
弱
の
引
揚
者
に
住
宅
、
及
び
職
業
を
豪
華
版
で
あ
っ
た
。

斡
旋
し
た
苦
心
設
を
、
舟
見
町
民
生
常
務
舟
川
栄
次
郎
氏
の
詩
情
を
生
か
し
た
大
平

委
員
朝
倉
典
章
氏
よ
り
身
体
障
害
者
の
峨
山
清
氏
二
人
展
は
従
来
の
わ
れ
f
＼
の
書

業
補
導
家
族
に
職
業
斡
旋
し
て
更
生
さ
せ
道
の
観
念
を
す
っ
か
り
打
破
し
た
も
の
で

た
一
例
に
、
山
崎
地
区
民
生
委
員
山
崎
禅
あ
っ
て
、
書
道
の
芸
術
性
を
端
的
に
説
明

龍
氏
は
観
音
教
に
盲
信
し
た
母
子
世
情
を
し
て
も
ら
え
た
と
思
ふ
。
こ
れ
ら
の
展
覧

更
生
さ
せ
た
苦
心
の
一
端
を
、
南
保
民
生
会
に
は
遠
く
魚
津
、
黒
部
市
あ
た
り
か
ら

委
員
米
丘
仁
太
氏
よ
り
後
委
主
先
妻
の
子
参
観
し
に
き
た
人
も
多
か
っ
た
。

と
の
折
合
を
仲
と
っ
た
一
例
、
大
家
庄
大
選
手
の
出
場
が
ど
う
で
あ
ろ
う
か
と
心

久
保
委
員
よ
り
不
品
行
と
不
貞
の
婦
女
子
－
配
さ
れ
た
県
下
高
校
学
生
弁
論
大
会
も
、

を
改
心
さ
せ
た
経
験
談
。
宮
崎
民
生
常
務
一
全
県
下
高
校
選
手
十
八
名
の
出
場
を
み
て

委
員
野
田
隆
俊
氏
よ
り
引
揚
者
に
職
業
補
一
盛
会
担
に
終
了
し
た
。
高
岡
、
富
山
の
高

導
斡
旋
し
て
見
事
更
生
さ
せ
た
体
験
談
を
一
校
選
は
陵
位
に
入
賞
し
た
。
地
元
泊
高
校

。
各
々
を
慌
裂
し
参
集
者
に
感
銘
を
与
へ

一定
時
制
の
平
柳
明
美
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
た

朝
円
町

民
生
委
員
連

舟
見
町

合
同
研
修
会
附
く

4 

次
い
て
質
歎
応
答
に
入
り
各
委
員
よ
り
活

発
な
る
質
敗
あ
り
有
意
義
祖
の
内
に
金
子

福
祉
事
務
所
長
の
激
功
の
辞
を
裁
き
藤
条

叫
叫
川
珂
姐
刈
対
叫
附
斜
げ
が
あ
っ
て
四

時
散
会
し
た
。

泊
公
民
館

ω文
化
祭

十

一
月
五
日
か
わ
始
っ
た
泊
公
民
館
主

催
の
多
彩
な
文
化
祭
行
事
も
十
五
日
を
も

っ
て
終
了
し
た
。
特
に
演
劇
公
演
で
は
泊

青
年
団
の
「
暗
い
灯
の
下
に
て
泊
演
劇

研
究
会
の
「
三
年
寝
太
郎
」
、
あ
す
な
ろ

座
の
「
鬼
太
銚
」
は
三
者
競
演
の
形
と
な

っ
て
青
年
の
白
熱
的
演
技
が
展
開
さ
れ
町

民
に
深
レ
成
績
を
与
へ
た
よ
う
で
あ
る
。
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乙〉
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F

十

一
月
ご
百
、
文
化
の
日、

恒
例
の
、

ン

常
－
一回
朝
日
町
休
育
大
会
が
、
は
れ
上
る

－ヲ

と
も
保
説
づ
け
ら
れ
な
い
天
候
の
中
島
」、

Y
大
会
円以
の
段
以
げ
で
は
な
い
が
、
水
行
で
な

会

ゃん

く
、
強
行
さ
れ
た。

コ
y
J7
V
ヨ
シ
は
ト
’
て

泡

ラ
ッ
ク
も
フ
ィ
ル
ド
も
ル
ハ
に
川
怖
い
中
を
各

J

J

ほ

選
F
は
地
区
の
栄
告
に
か
け
て
、
服
八
叩
の

宵

ι力
走
で
あ
っ
た
。
小
に
は
す
べ
り
止
め
の

味

《

わ
ら
じ
ば
き
の…必
F
も
山
て
米
る
仕
米
。

h
J

小

附
に
必
り
過
さ
る
川畑E

州
に
hv一
錐
の
余
地
も

m

E

な
い
制
収
り
ん
山川に
は
コ
1

モ
リ
や
か
さ
の

日

－E

花
が
・ハ
ッ
ト
民
ざ
脱
〉
情
最
ゃ
、
応
般
回

目

の
奇
異
を
こ
ら
し
た
応
援
ぶ
り
も
、
馬
り

尊

ょ
の
山
に
こ
だ
ま
し
て
な
か
／
＼
の
府
出

国

ー

ぶ
り
で
あ
っ
た
。
役
員
諸
君
は
悶
の
中
、

と

ほ

吹
き
す
さ
ぶ
寒
風
に
も
め
げ
ず
、
進
行
に

；

ε
審
判
に
一
糸
乱
れ
ぬ
運
営
ぶ
り
に
は
衷
心

第

月

敬
意
JK
表
し
度
レ
o

l

－

－

涜
抱
区
の
二
連
勝
に
優
勝
肢
の
授
与
あ

ー

っ
て
大
会
の
菜
は
関
さ
れ
た
。

公園グラ γ ド

3 4 5 6 l 

6 

山野

出
’

b

沿
，

大
家
庄

市

保
冗
ケ
庄

泊
三
区

泊
二
区

泊
一
区

笹

川
宮

崎境

2 

7 

2 

2 

第二回朝日町体育大

7 

2 

7 

2 

於

5 

7 

2 

表
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2 

占
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1 
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t尋
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重量達型
去を 手
1］、子：七三
1. 200米

自主 1~ 
中 今：校
1. 200米

継 走
高等学校
900米

継走
青年
時碍物
継走
7］（ 汲
継 走 Q 4 
男子
二人三脚
継定
女 子
二人三脚
継走
惇苓扇安子

700米
謎走 7 4 

降下令別男子ー一ーー
900米

継走

3 

5 

2 

7 

4 

7 

8 34 22 55 31 24 15 21 27 35 得点合計

第
二
回
朝
日
町
一
周

騨
伝
マ
ラ
ソ
ン
大
会

十
一

月
六
日、

朝
来
の
雨
も
ど
う
に
か

は
れ
上
っ
て
、
午
后
一
時
予
定
通
り
、
第

二
回
駅
伝
マ
ラ
ソ

γ
大
会
が
決
行
さ
れ
た

各
地
区
選
手
は
ぐ
．
つ
つ
い
た
悪
天
候
の
も

と
よ
く
ス
ポ
ー
ツ
マ
シ

νツ
プ
を
発
揮
し

て
、
笹
川
小
学
校
前
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
、

役
場
前
の
ゴ
ー
ル
迄
、
終
始
敢
闘
の
連
続

で
あ
っ
た

。

繍

殺

肩

大
家
店
地

区
の
ニ
辿

肋
成
っ
て

大
会
の
訴

は
閲
さ
れ

た順
位
は
左

の
通
り
で

あ
る
。

病
院
台
斗

慢

勝
次

勝
三

勝

凶

位

五

位

六

位

じ

立

t
k
h
H
A
 

九

位一O
位

一
一
位

7 10 3 2 10 9 6 位11ta 

写
真
説
明

行
上

よ

り

町
民
大
会
入
場
式
、
泊
中

学
、
大
家
庄
小
、
小
川
小
、
山
崎
小

山
守
中
小
、

れ
河
、

左
上
よ
り

境
小、

境
中
、
宮
柄
小
、

泊
小
、

五
ケ
小
、

笹
川
小
、
南
保
小

名

週

動

会

マヲソシ大会

地

区

名

タ

イ

ム

大
家
庄

二
時
三
三
分
三
九

笹

川

二

、

二
六
、
四
二

宮
崎

二
、
三
七
、
O
一

境

二
、
二
七

釘

2

泊
二

区

二

、
三
二
、

ご
一

泊
一

区

二

、
三
五
、
O
六

五
ケ

正

二

、
三
三
、
．四
八

南
保

ニ
、
三
五
、
二
九

山
崎

二
、
三
六
、
三
四

野

中

て

三
六
、
四
凶

泊
三
区

二
、
二
士
、
五
四

コ
l
ス
距
離
約
四
ス
一K
M



十
月

二

十

一

日

よ

り

三

十

一
一
日

訟
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全
国
秋
季
交
通
安
全
運
動
旬
間
入
選
作
文

こ
の
日
は
紅
葉
し
た
黒
部
の
山
々
が
、

秋
晴
れ
の
す
み
・
ぎ
っ
た
宵
い
空
に
、
く
っ

き
り
浮
び
、
赤
ト
ジ
ボ
が
す
い

1
1飛
ん

で
、
大
変
気
持
の
よ
い
日
で
し
た
、
私
等

は
交
通
の
安
全
が
ど
の
よ
う
に
守
ら
れ
て

い
る
か
を
体
験

γ
ろ
為
に
、

小
川
橋
よ
り

貸
切
パ
ス
に
乗
車
じ
て
、
朝
M
H
町
の
各
地

を
廻
っ
て
見
ま
し
た
。
良
い
こ
と
、
思
い

こ
と
等
の
い
る
ん
な
こ
と
そ
実
際
に
見
る

こ
と
が
申
米
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た

r> さ

朝
日
町
の
遭
路
を

な
が
め
て

宮
崎
小
手
校

浜

田

力

大

平

正

通

川

上

高
代
一

去
る
二
十
四
日
、
全
同
交
通
安
全
句
聞

の
行
事
ヨ
と
し
て
蒋
奈
の
方
の
は
か
ら
い
で

朝
日
町
の
道
路
や
交
通
の
よ
う
す
を
な
が

め
る
た
め
各
学
校
の
代
表
者
が
、
パ
ス
に

乗
っ
て
鞠
日
町
を
一
周
し
た
、
僕
た
ち
も

代
表
と
し
て
参
加
し
た
。
へ
い
ぜ

い
倹
遮

は
乗
物
に
対
す
る
立
場
に
な
っ
て
、
安
全

を
考
え
て
い
た
の
が
、
今
度
は
運
転
す
る

立
場
に
な
っ
て
な
が
め
て
見
る
と
、

自
分

遠
の
気
の
つ
か
な
い
点
や
、
い
い
か
げ
ん

な
点
の
よ
う
す
が
よ
く
わ
か
り
、
大
変
よ

1
7．『
が
ヲ
た
と
患
，ぅ
。
朝
日
町
全
体
な
ひ
っ
く

3
一
る
め
て
感
じ
た
こ
之
は
、
交
通
の
き
ま
り

3
一
が
よ
く
ま
も
り
れ
て
い
な
い
こ
と
だ
。
モ

z一
の
お
も
な
も
の
を
ひ
ろ
っ
て
見
る
と
歩
く

as
－－の
に
右
が
わ
を
通
っ
て
い
る
人
が
欽
え
る

ほ
ど
し
か
い
な
い
。
ほ
と
ん
ど
が
左
が
わ

あ

舟
見
小

六
年
生

一一一

政

隆

賀

こ
れ
か
ら
は
私
等
も
こ
の
体
験
に
よ
っ
て

交
通
の
安
全
を
守
る
良
い
子
供
に
な
ら
ね

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

感
じ
た
こ
と

一
、
家
を
出
る
時
は
、
あ
わ
て
L
、
飛
び

出
さ
な
い
で、

か
な
ら
ず
道
の
左
右
を

見
て
道
へ
出
る
。
〈
泊
で
小
学
生
が
飛

び
出
し
て
来
た
）

一
、
鋪
道
の
騒
切
り
は
か
な
ら
ず
左
右
を

を
歩
い
て
平
気
で
い
る
。
運
転
手
さ
ん
が

欝
て
き
を
な
ら
さ
れ
て
も
ぜ
ん
／
＼
よ
け

よ
う
と
も
し
な
レ
で
す
ぐ
近
く
に
な
っ
て

あ
わ
て
L
よ
け
る
の
が
自
に

つ
い
た
対
面

涌
行
セ
守
ウ
て
い
れ
ば
前
か
ら
く
る
車
が

わ
か
る
か
ら
安
全
．
た
。
そ
れ
し
ι
道
路
にし
γ

っ
ぱ
い
ひ
ろ
が
っ
て
歩
く
の
も
よ
く
目
に

つ
い
た
が
そ
れ
も
い
け
な
い
と
思
う
。
僕

迷
も
よ
く
こ
ん
な
事
を
や
る
。

学
校
で
ど

こ
か
え
問
体
で
出
か
け
る
之
き
は
布
が
わ

を
通
っ
て
り
っ
ぽ
に
な
ら
ん
で
い
く
が
、

自
分
遣
だ
け
に
な
る
と
す
ぐ
．
た
め
に
な
る

こ
と
は
は
ず
か
し
い
事
だ
と
岡
山
っ
た
。
そ

れ
か
ら
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

は
、
子
供
が
道
路
上
で
遊
ん
で
い
る
事
だ

ほ
か
の
村
で
は
こ
ん
な
こ
と
は
あ
ま
り

見
ら
れ
な
い
の
が
、
僕
達
の
村
が
一
番
ひ

ど
い
。
も
っ
と
遊
び
場
吹
く
ふ
う
す
る
事

も
大
切
だ
と
思
う
。
こ
ん
な
事
は
、
み
ん

な
と
話
し
合
っ
て
な
お
L
て
レ
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
だ
と
思
う
。
僕
達
の
村
の

事
を
も
っ
と
考
え
て
み
る
と
、
ち
ょ
う
が

多
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
大
変
き
け

ん
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ち
ょ
う
か
ら

出
て
く
る
時
は
、
い
っ
た
ん
と
ま
っ
て
左

右
を
よ
く
み
て
か
ら
通
る
よ
う
に
き
を
つ

・
見
て
通
る
こ
・と
。
（
宮
崎
の
踏
切
り
で

左
右
を
見
な
い
で
通
る
人
が
い
た
）

て
パ
ス
の
う
し
ろ
に
ぶ
ら
下
っ
た
り
、

パ
ス
と
一
一
緒
に
走
っ
た
り
し
な
い
こ
と

（
境
で
小
学
生
が
自
動
車
に
ぶ
ら
下
っ

て
い
た
〉

ーて
パ
ス
に
石
な
ど
を
投
げ
な
い
こ
と
。

〈
桜
町
で
子
供
が
パ
ス
に
石
を
按
げ
た
〉

て
道
路
で
遊
び
ご
と
を
し
な
い
こ
と
。

（
泊
で
子
供
が
道
路
で
遊
ん
で
い
た
）

て
自
転
車
に
二
人
乗
り
は
し
な
い
こ
と

て
自
転
車
が
来
た
時
は
、
早
く
道
を
よ

け
る
こ
と

て
道
路
に
は
、
自
動
車
や
荷
車
の
じ
ゃ

ま
に
な
る
よ
う
な
も
の
を
お
い
た
り、

ほ
し
た
り
し
な
い
こ
と
。

け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。
そ
れ
に
道

に
物
が
ほ
し
て
あ
る
と
い
う
こ
と
も
い
け

な
い
。
ほ
す
場
所
が
な
い
こ
と
も
あ
る
が

で
き
る
だ
け
こ
ん
な
こ
と
は
や
ら
な
い
ほ

う
が
よ
い
。
そ
れ
に
、
泊
な
ど
で
自
転
車

ゃ
、
そ
の
ほ
か
の
乗
物
が
、
大
き
な
自
動

車
が
と
お
れ
な
い
よ
う
に
お
レ
で
あ
っ
た

が
、
自
分
の
感
ば
か
り
で
な
く
、
ほ
か
の

来
物
な
ど
の
こ
と
宮
、
考
え
な
け
れ
ば
い

け
な
レ
と
思
う
。
そ
れ
か
ら
、
パ
ヌ
に
乗

っ
て
い
る
と
、
体
が
と
ぴ
あ
が
っ
て
う
ま

く
こ
し
か
け
ら
れ
な
い
射
や
、
仙
の
自
動

車
と
・
す
れ
ち
が
う
附
に
、
た
ん
ぽ
な
ん
か

へ
鴻
ち
な
い
か
と
ひ
や
／
九
す
る
こ
と
が

あ
る
。
こ
れ
な
ど
も
道
路
に
で
こ
ぼ
こ
が

多
い
こ
と
や
道
路
が
せ
ま
い
か
ら
だ
と
思

、円ノ。
ま
だ
レ
ろ
／
＼
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ

ら
の
中
に
は
自
分
述
の
力
で
よ
く
出
来
な

レ
事
も
あ
る
が、

自
分
達
の
力
で
よ
く
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
が
い
く
ら
で
も
あ

る
。
そ
れ
ら
の

一
つ
一
つ
を
児
童
会
な
ど

で
話
し
合
っ
て
よ
く
し
て
レ
き
た
レ
と
思

。
芝、ノ

（
赤
川
で
小
豆
が
ほ
し
で
あ
っ
た
）

て
交
通
の
安
全
砂
川
寸
る
為
に
は
泊
路
の

カ
ー
ブ
を
た
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

（
泊
か
ら
境
へ
行
く
迄
カ
ー
ブ
が
多
か

っ
た
）

て

運

転
中
に
、
運
転
手
さ
ん
に
話
を
か

け
な
い
こ
と
。

て

鈍

で
反
射
し
て
、
運
転
手
に
い
た
ず

ら
を
し
な
い
こ
と
。

一
、
運
転
手
さ
ん
は
道
路
の
カ
l
プ
前
で

か
な
ら
．
す
警
笛
を
鳴
ら
す
こ
と

て

乗
物
は
踏
切
で
か
な
ら
ず
停
車
す
る

」こし
L

。

附
記

本
文
は
、
去
る
十
月
二
十
四
日
富
山
地

方
鑓
道
の
好
・
蛍
に
よ
り
、
黒
東
区
域
内

の
高
、

中
、
小
学
校
の
生
徒
さ
ん
に
パ

ス
に
乗
っ
て
い
た
ピ
き
、
実
際
の
交
通

状
態
を
見
て
も
ら
っ
た
時
の
感
惣
文
で

あ
り
ま
す
。
お
互
に
木
文
に
あ
る
よ
う

な
危
険
な
こ
と
を
止
め
、

交
通
事
故
を

起
さ
な
レ
よ
う
に
致
し
ま
し
ょ
う
。

入
善
脚
内
察
署
交
通
係

青
色
申
告
の
お
す

t
め
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